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体育・スポーツの現場では、動きを評価する、
すなわち運動技能の評価が行われています。教
育、競技スポーツに関わらず運動技能評価は重
要である一方で、判定に専門的な知識や熟練し
た経験を要するケースがあります。すなわち、
十分な知識や経験を持つ人材が確保できない場
合は運動技能評価が難しい場合があります。こ
の課題の解決に機械学習が応用できると考えて
おり、研究を進めています。
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現在はボール投げ動作を対象に、機械学習による技
能判定を行っています。機械学習を用いると、ボール
投げスキルの高い群と低い群を高精度で判別できるこ
とがわかりました。また、AIがどこに注目して判別し
ているかの可視化も可能です。教師データの作成から
動きの評価を機械学習で行う一連の枠組みは、スポー
ツ以外にもスキルが必要な動きの評価に応用できる可
能性があります。

AIがどこに注目して判定しているかの一例
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